
令和4年度函南町立東中学校 学校だより

３年ぶりの……
校 長 樋口 正則

コロナ禍ではありましたが、３年ぶりに「韮山学習・鎌倉学習・修学旅行」へと出かけて
きました。これらの行事の主な目的は、
①普段と異なる生活環境の中にあって見聞を広げ、集団生活のきまりを守り、公衆道
徳について望ましい体験を得ること。

②個々に課題を設け、課題解決に向けて必要な資料を自分で探したり、現地を訪問
し見聞したりする中で探究的な学習を行うこと。

の２点です。
①では体験当日、交通機関やそれぞれの施設を訪問する際のマナーや、訪問先の人々

の営みや、歴史や自然環境を実際に見聞することで、自分たちが暮らす函南から視野を広
げ新しい自分探しの一助とすることです。②では、事前に訪問先の歴史や自然環境を学
び、そこから自分なりの課題「例：なぜ鎌倉に幕府が…」などを定めそれを事前学習として
調べ、現地に行き確認し、帰校後レポートなどにまとめる。このような流れの中で校外での
学習を行っています。さらに、１年生は韮山、２年生は鎌倉、３年生は関西方面と、身近な地
域から徐々に遠方へと活動範囲を広げることで、社会的自立を助ける役を果たしています。
また、教科の授業でも俳句を作る。紀行文を書く。現地の植物を観察してくる。関連する歴
史を振り返ってみる。自分たちで地図を読み込む。与えられた時間で効率よく回れるよう時
間を調整する。など、学びをより深める役割も果たしています。
３年ぶりの活動でしたので、小学校での体験や、中学入学後の体験がなされないままで

の活動となってしまいましたが、先生方や生徒自身が目的をしっかり意識し準備したこと
で、例年以上の活動にすることができました。一つの行事を無事終えることができたことを
感謝いたします。

３年生は、５月12日(木)から２泊３日
の修学旅行へ出かけました。広島では、
平和学習を通して感じた世界平和への思

いを、千羽鶴に託して平和祈念のセレモニーを行いました。また、
厳島神社に参拝し、宮島へ宿泊しました。翌日、京都を訪れ、班
別のタクシー研修を、最終日には、学級別の研修を行い、京都の町並みや寺社仏閣を堪
能しました。コロナ禍となり、東中では３年ぶりの宿泊行事となりました。入学直後か
ら臨時休業となり、様々な工夫や制約を余儀なくされてきた中３年生ですが、旅行へ行
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けることに感謝し、世界遺産の素晴らしさを肌で感じるこ
とができました。また、｢仲間と協力する｣｢公共のルール
を守る｣といった社会性についても考え・体験できる修学
旅行となりました。

１年生は、｢東中ＳＤＣｓ｣と銘打ち、５月1６日(月)
に韮山フィールドワークを行いました。身近な地域の学
習として、歴史的に価値ある韮山地区の調査を実施する

ことで、調べ学習の基礎を固めることや、学級で活動することの意義をねらいとしまし
た。反射炉や江川邸、蛭が小島、願成就院をまわり、現地調査やボランティアガイドさ
んの講話をうかがい、歴史や観光地としての価値に触れ、魅力を再発見しました。また、
出会って１ヶ月で行った学級での活動で、互いに助け合うことを確認でき、有意義なフ
ィールドワークとなりました。

２年生は、５月30日(月)に鎌倉学習を行
いました。古都鎌倉への訪問をきっかけに、
課題を見つけ、情報収集、整理・分析を行
うなどの探究的な学習を行うこと、場に応じた節度ある行動や態度、
望ましい人間関係、学年・学級づくりをねらいとして実施しました。

高徳 院や長谷寺、銭洗弁財天など、鎌倉の各所をまわり、大仏や寺社の大きさに
驚いたり、鎌倉に人々の温かさに触れたりと、実際の体
験から多くの
ことを学びま
した。体験で
感じたことを
ポスターにま
とめ、鎌倉の
魅力を発見し
ました。

５月21日(土)に、１年生103人、1年生保
護者105人、PTA役員20人、教員19人で、
校内の奉仕作業を行いました。東中の広い校
地に鬱蒼(うっそう)と生える雑草を、生徒や
保護者の力をお借りしてきれいにしました。
生徒たちが気持ちよく活動できる環境を整えていただきました。ありがとうございました。
次は８月20日(土)に、３年生とその保護者の皆様にご協力願います。

きれいになりました
ご協力ありがとうございました


